
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡグループ広島は１０月２５、２６日に開かれたひろしまフードフェスティバルで「ＪＡふるさと地産地消村」

を展開しました。 

最終日終了間際に少し雨が降ったものの２日間とも、天候にも恵まれ、全体で昨年を上回る８２万人の来

場者で賑わいました。 

「ＪＡふるさと地産地消村」へお立ちよりいただいた皆さま、ありがとうございました。 

食の提供ブースでは県内 13ＪＡや県内農業高校などが地域の農産物を使った料理を販売し、人気のメニ

ューは１３時頃には完売になるブースもありました。 

また、今年初めての企画で県内にある６つの農業高校と担い手組織の広島県ＪＡ青壮年連盟の餅つきで

は、コラボメニュー販売をし、好評をいただきました。 

体験ブースでは、クイズラリーや野菜目利き市、足踏み脱穀・もみすり・玄米化体験などに列ができるほど

人気があり、子どもからシニア層まで多くの人に、体験を通じ「地産地消」「食農教育」を学び、楽しんでもらい

ました。 



■１３ＪＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■農業高校と広島県ＪＡ青壮年連盟とのコラボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■農業高校、市内大学・短大、広島県ＪＡ青壮年連盟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＪＡ全農ひろしま【元気市、三次食肉センター】 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



■体験ブース 

【足踏み脱穀・もみすり・玄米化体験】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                                    【地産地消パズル】 

                                 

 【野菜目利き市】                                        

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【パスポート発行所】 
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